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令和元年９月１日 第25号(1)

　
農
業
事
務
所
で
は
５
月
10
日
に
、
袖
ケ
浦
市

内
の
水
田
で
、
オ
ー
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
の
展
示
及

び
オ
ー
ト
田
植
機
の
実
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
実
演
会
の
目
的
は
、
労
働
力
不
足
な
ど
農
業

が
抱
え
る
課
題
を
最
先
端
技
術
に
よ
っ
て
解
決

す
る
新
た
な
農
業
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
導
入

の
実
証
で
す
。

　
オ
ー
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
代
か
き
作
業
と

オ
ー
ト
田
植
機
で
の
田
植
え
の
実
証
に
協
力
い

た
だ
い
た
㈱
切
替
農
園
は
、「
オ
ー
ト
ト
ラ
ク

タ
ー
で
の
代
か
き
は
作
業
効
率
が
か
な
り
上
が

り
、
経
験
の
浅
い
初
心
者
で
も
熟
練
者
レ
ベ
ル

に
持
っ
て
い
け
る
。
オ
ー
ト
田
植
機
は
疲
れ
づ

ら
く
、
運
転
者
の
１
日
当
た
り
の
作
業
時
間
を

増
や
せ
る
だ
ろ
う
。」
と
導
入
に
前
向
き
な
感

想
の
一
方
、「
機
械
導
入
の
た
め
に
必
要
な
固

定
基
地
局
は
行
政
に
設
置
し
て
ほ
し
い
。」
と

の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

　
機
械
の
導
入
・
普
及
に
は
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
農
業
事
務
所
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
を
活
用
し
た
規
模
拡
大
・
水
稲
経
営
の

安
定
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　（
清
水
）

＊
今
回
実
演
し
た
オ
ー
ト
ト
ラ

ク
タ
ー
及
び
田
植
機
は
、
直

線
だ
け
で
な
く
旋
回
も
自
動

で
行
い
ま
す
。
固
定
基
地
局

と
は
、
位
置
情
報
把
握
・
補

正
に
必
要
な
も
の
で
す
。

実演会で試乗体験を報告する㈱切替農園自動運転で移植した水田

自動運転中の田植機自動運転ではほ場を登録し経路を設定

〜
オ
ー
ト
田
植
機
の
実
演
会
を
開
催
〜

最
先
端
の
農
業
技
術
で
、

　
　
　
　
　
　
　
労
働
力
不
足
解
消
へ



令和元年９月１日 第25号(2) 普及だより きみつ
【
平
山
地
区
と
は
】

　
木
更
津
駅
か
ら
君
津
市
上
総
亀
山
駅
を
結

ぶ
久
留
里
線
の
平
山
駅
近
く
の
集
落
で
す
。

こ
の
地
区
で
は
昔
か
ら
平
山
用
水
を
使
っ
て

水
稲
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
二
五
穴
（
ニ
ゴ
ア
ナ
）】

　
当
地
域
（
平
山
・
松
岡
・
大
戸
見
・
大
坂
等
）

は
房
総
丘
陵
の
小
櫃
川
沿
い
に
あ
り
ま
す
が
、

水
田
と
川
に
は
高
低
差
が
あ
り
、
直
接
、
川

か
ら
水
を
引
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
江
戸
時
代
、
当
地
域
の
住
民
は
二
五
穴
と

い
う
用
水
路
・
ト
ン
ネ
ル
を
作
り
、
亀
山
湖

か
ら
水
を
引
く
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
平

山
地
区
で
は
平
山
用
水
と
し
て
、
こ
の
二
五

穴
が
現
在
で
も
残
っ
て
お
り
、
修
理
点
検
を

行
い
な
が
ら
、
水
田
に
水
を
た
た
え
る
た
め

に
保
存
・
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。（
他
に
も

大
戸
用
水
、
蔵
玉
・
折
木
沢
用
水
・
草
川
原

用
水
な
ど
が
あ
り
ま
す
。）

　
一
部
で
は
川
回
し
と
い
う
湾
曲
し
た
川
を

水
田
に
す
る
た
め
に
山
に
ト
ン
ネ
ル
を
通
す

と
い
う
技
術
も
利
用
し
て
い
ま
し
た
（
現
在

の
濃
溝
の
滝
、
ハ
ー
ト
形
の
ト
ン
ネ
ル
は
川

回
し
の
跡
で
す
）。

【
集
落
営
農
と
は
何
か
】

　
農
林
水
産
省
で
は
「
集
落
を
単
位
と
し
て

農
業
生
産
過
程
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て

共
同
で
取
り
組
む
組
織
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
担
い
手
の
不

足
・
耕
作
放
棄
地
の
発
生
・
米
価
の
低
迷
・

農
作
物
の
鳥
獣
害
と
い
っ
た
厳
し
い
状
況
で

す
が
、
個
人
で
は
守
り
き
れ
な
い
地
元
の
農

地
を
、
集
落
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域

で
守
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
の
が
集
落
営

農
と
い
う
考
え
方
の
ひ
と
つ
で
す
。

【
平
山
営
農
組
合
の
設
立
】

　
地
域
住
民
か
ら
「
こ
の
先
も
平
山
の
農
業

と
農
地
を
守
っ
て
い
き
た
い
か
ら
助
け
て
ほ

し
い
」
と
い
う
要
請
が
君
津
農
業
事
務
所
に

届
き
、
平
成
29
年
か
ら
、「
平
山
地
区
の
将

来
を
考
え
る
会
」
を
組
織
し
、Ｊ
Ａ
き
み
つ

上
総
購
買
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
君
津

農
業
事
務
所
改
良
普
及
課
、
同
地
域
整
備
課

や
君
津
市
役
所
、
千
葉
県
園
芸
協
会
が
参
加

し
て
勉
強
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

38％

　
こ
こ
で
は
、
水
田
な
ど
の
農
地
を
担
い

手
に
集
積
す
る
た
め
の
「
農
地
中
間
管
理

事
業
」
や
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
や
農

業
の
高
付
加
価
値
化
を
推
進
す
る
た
め
に

ほ
場
整
備
や
農
業
用
排
水
施
設
を
整
備
す

る
「
基
盤
整
備
事
業
」、
水
路
・
農
道
・
た

め
池
等
の
設
備
を
維
持
管
理
す
る
た
め
の

地
域
の
共
同
作
業
を
支
援
す
る
「
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
」
の
活
用
事
例
等
を
学

び
ま
し
た
。ま
た
、実
際
に
集
落
営
農
を
行
っ

て
い
る
地
域
へ
の
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
地
域
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
、
水
田
を
預
け
た
い
人
が
多
い

こ
と
か
ら
、
勉
強
会
に
参
加
し
て
い
た
６

名
を
中
心
に
、
平
成
30
年
12
月
、
平
山
地

区
で
営
農
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

【
今
後
の
活
動
】

　
営
農
組
合
を
立
ち
上
げ
後
、
本
年
木
更

津
市
で
開
催
さ
れ
る
第
21
回
米
・
食
味
分

析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
品
を
目
指
す

た
め
に
良
食
味
米
生
産
の
取
り
組
み
や
、

水
稲
以
外
の
収
入
源
と
し
て
営
農
組
合
で

の
野
菜
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
水
田
の
集
積
を
図
る
た
め
に
体
制
を

整
え
、
地
域
の
農
地
・
農
業
を
維
持
・
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
改
良
普
及
課
が
主
催
す
る
「
は

つ
ら
つ
農
業
者
講
座
」
を
通
し
て
、
野
菜

生
産
者
の
育
成
等
を
行
い
な
が
ら
、
地
域

農
業
の
た
め
に
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　「
農
地
を
守
り
た
い
」、「
後
継
者
が
い
な

い
」、「
農
機
が
壊
れ
て
し
ま
っ
て
離
農
を
考

え
て
い
る
」
等
、
農
地
や
担
い
手
の
こ
と

で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
改
良
普
及

課
に
い
つ
で
も
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
髙
祖
）平山地区の農地　～この風景を集落で守っていきたい～

二五穴トンネル

平
山
営
農
組
合
の
設
立

　
〜
地
域
の
た
め
に
考
え
る

　
　
　
　
　
　   

集
落
営
農
〜



令和元年９月１日 第25号(3)普及だより きみつ

　
令
和
２
年
か
ら
千
葉
県
が
育
種
し
た
水
稲

の
新
品
種
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。
愛
称
は
、

「
粒
（
つ
ぶ
）
す
け
」
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
特
性（
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
比
較
し
て
）】

・
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
同
じ
栽
培
時
期
（
晩
生
）

・
収
量
が
約
８
％
多
い

・
稈
長
が
短
く
、
倒
れ
づ
ら
く
安
定
生
産
が

で
き
る

・
大
粒
で
、
炊
飯
米
は
白
く
光
沢
に
優
れ
る

・
同
等
の
良
食
味

　
以
上
か
ら
、
新
品
種
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
同

様
に
栽
培
で
き
、
倒
れ
づ
ら
く
収
量
も
確
保

し
や
す
い
品
種
と
言
え
ま
す
。

　
令
和
２
年
か
ら
の
デ
ビ
ュ
ー
に
向
け
て
県

内
10
地
域
の
ほ
場
で
試
験
的
に
栽
培
し
て
い

ま
す
。
当
所
管
内
で
は
、
君
津
市
内
で
試
験

的
な
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
試
験
ほ

場
の
栽
培
条
件
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
播
種
・
育
苗
に
つ
い
て
】

　
４
月
中
旬
に
、
１
箱
当
た
り
乾
籾
で
150
ｇ

を
播
種
し
ま
し
た
。ま
た
、
積
み
重
ね
方
式
に

よ
る
加
温
出
芽
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
品
種
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
よ
り
も
や
や
草

丈
が
低
い
傾
向
で
し
た
が
、
順
調
に
生
育
し

ま
し
た
。

【
移
植
と
施
肥
に
つ
い
て
】

　
５
月
８
日
に
坪
60
株
で
移
植
し
ま
し
た
。

ま
た
、
施
肥
は
、
基
肥
、
追
肥
体
系
と
し
、

基
肥
は
、
窒
素
６
㎏
、
追
肥
に
つ
い
て
は
生

育
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
窒
素
２
㎏
施
用

し
ま
し
た
。

　
移
植
し
た
ほ
場
の
土
は
壌
土
で
、
作
土
層

は
約
18
㎝
で
し
た
。

【
移
植
後
の
管
理
に
つ
い
て
】

　
移
植
１
か
月
後
の
状
態
は
上
の
写
真
の
と

お
り
で
、
生
育
は
非
常
に
順
調
で
し
た
。

　
茎
数
も
十
分
に
確
保
で
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
６
月
下
旬
に
は
中
干
し
に
入
り
、
19
日

に
溝
切
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
５
月
８
日
に
植
え
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
同
じ

く
７
月
２
日
に
は
幼
穂
形
成
期
、
７
月
27
日

に
は
出
穂
期
と
な
り
、
９
月
上
旬
に
は
成
熟

期
に
入
り
、
収
穫
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
倒
伏
し
に
く
い
等
、
栽
培
が
し
や
す
く
、

様
々
な
用
途
に
合
う
品
種
で
す
の
で
、
来
年

の
栽
培
を
、是
非
、検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
宇
津
木
）

移植直前の苗の様子
（左：コシヒカリ、右：粒すけ）

★
水
稲
新
品
種
の
紹
介
★

移植１か月後のコシヒカリ栽培ほ場 移植１か月後の粒すけ栽培ほ場

移植１か月後の粒すけ（株拡大）



令和元年９月１日 第25号(4) 普及だより きみつ

　
昨
年
、
落
花
生
の
新
品
種
「
千

葉
Ｐ
１
１
４
号
（
愛
称
：
Ｑ
な
っ

つ
）」
が
一
般
販
売
デ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
た
。

　「
Ｑ
な
っ
つ
」
の
種
子
は
Ｊ
Ａ

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
む
き
実
２

㎏
で
販
売
す
る
予
定
で
す
。「
Ｑ

な
っ
つ
」
は
１
粒
播
き
を
推
奨
し

て
い
る
た
め
、
10
ａ
当
た
り
の
播

種
量
の
目
安
は
、
む
き
実
４
～
５

㎏
で
す
。

注
文
の
時
期
は
、

●
木
更
津
市
、
君
津
市
、
富
津
市

　
10
月
上
旬
か
ら
11
月
上
旬
を
目

途
に
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
経
済
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
袖
ケ
浦
市

　
袖
ケ
浦
市
は
注
文
が
多
い
た
め
、

実
行
組
合
ご
と
に
注
文
を
取
り
ま

と
め
ま
す
。
実
行
組
合
長
へ
９
月

上
旬
ま
で
に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
９
月
末

ま
で
に
Ｊ
Ａ
き
み
つ
平
川
経
済
セ

ン
タ
ー
へ
直
接
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

　
平
成
30
年
６
月
に
公
布
さ
れ
た

食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
で
は
、
原
則
と
し
て
す
べ

て
の
食
品
等
事
業
者
が
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
に
取
り
組

む
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

制
度
の
本
格
導
入
に
は
公
布
か
ら

３
年
程
度
の
準
備
期
間
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
作
業
工
程
の
見

直
し
な
ど
、
今
か
ら
準
備
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

１　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
は
？

　
ハ
サ
ッ
プ
又
は
ハ
セ
ッ
プ
と
読

み
、
７
原
則
12
手
順
に
基
づ
き
安

全
な
食
品
を
製
造
す
る
た
め
の
衛

生
管
理
の
方
法
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、①
食
品
加
工
場

で
、
工
程
ご
と
に
、
食
中
毒
菌
汚

染
や
異
物
混
入
等
の
要
因
と
な
る

箇
所
を
把
握
し
、②
食
中
毒
菌
汚

染
や
異
物
混
入
等
を
防
ぐ
た
め
の

管
理
方
法
や
手
順
を
定
め
、③
そ

の
管
理
方
法
や
手
順
ど
お
り
に
で

き
て
い
る
か
を
継
続
的
に
監
視
・

記
録
す
る
こ
と
で
、
製
造
す
る
食

品
の
安
全
を
確
保
し
よ
う
と
す
る

方
法
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
定
期
的
に
見
直
し
、

改
善
し
て
い
く
こ
と
で
、
製
造
す

る
食
品
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
ま

す
。

２　

小
規
模
事
業
者
の
場
合
は
？

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
７
原
則
を
そ
の
ま

ま
実
施
す
る
こ
と
が
難
し
い
小
規

模
事
業
者
（
令
和
元
年
６
月
現
在
、

一
事
業
所
当
た
り
食
品
の
製
造
及

び
加
工
に
従
事
す
る
者
の
総
数
50

人
未
満
の
案
で
検
討
中
）
は
、「
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ

た
衛
生
管
理
」
に
取
り
組
む
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
漬
物
、
干
し
芋
、
米
粉
等
、
品

目
ご
と
に
小
規
模
事
業
者
向
け
に

作
成
さ
れ
た
手
引
書
を
利
用
し

て
、
衛
生
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
手
引
書
は
、
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

 

３　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取

り
入
れ
た
衛
生
管
理

　
ま
ず
、
手
引
書
に
従
っ
て
、
作

業
の
工
程
表
を
作
り
ま
す
。
そ
の

中
で
、重
要
な
管
理
（
洗
浄
・
殺
菌
・

加
熱
温
度
な
ど
）
の
ポ
イ
ン
を
定

め
、
簡
単
な
記
録
を
行
い
、
定
期

的
に
見
直
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
衛
生
管
理
に
つ
い

て
は
、
５
Ｓ
活
動
（
整
理
・
整
頓
・

清
掃
・
清
潔
・
習
慣
）、
従
業
員

の
体
調
管
理
、
製
造
環
境
の
衛
生

管
理
（
カ
ビ
・
ほ
こ
り
・
害
虫
の

発
生
・
混
入
防
止
）
等
に
つ
い
て

記
録
し
、
定
期
的
に
見
直
し
ま
す
。

４　

ま
と
め

　
こ
の
取
組
は
、
加
工
場
の
代
表

者
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
み
ん

な
で
話
し
合
っ
て
取
り
組
む
こ
と

で
成
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
さ
あ
、

み
ん
な
で
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
君
津
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
食
品
機
動
監
視
課
又
は
生
活

衛
生
課 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
３
８-
２

２-

３
７
４
５
）へ
お
願
い
し
ま
す
。

落
花
生
「
千
葉
Ｐ
１
１
４
号

　
　
　
　
（
愛
称
：
Ｑ
な
っ
つ
）」

種
子
の
購
入
方
法
・
注
文
時
期
に
つ
い
て

令和２年度　千葉県立農業大学校の学生募集
（一般入試）

県農業の担い手を目指す皆さんのお越しをお待ちしています。
▼試験日（出願期間）
Ａ日程:令和２年１月９日（木）
　　　　（令和元年12月９日（月）～20日（金））
Ｂ日程:令和２年２月20日（木）
　　　　（令和２年１月27日（月）～２月７日（金））
▼問合せ：千葉県立農業大学校
　　　　　〒283-0001　東金市家之子1059
　　　　　☎0475-52-5121　http://www.pref.chiba.lg.jp/noudai/

きみつ産の家畜ふん堆肥を使ってみませんか？
～千葉県堆肥利用促進ネットワーク～

◇千葉県では、家畜排せつ物の利用の促進を図るため、畜産農
家が生産した家畜ふん堆肥の成分や販売先等の情報をＨＰに
公開しています。
◇生産者の基本情報のほか、堆肥の成分、サービス情報を掲載
しています。土づくりや化成肥料の低減等に、是非、お役立
てください。

＊君津地域では計43件を掲載中＊
 検索▶ http://www.pref.chiba.lg.jp/chikusan/taihiriyou/

https://www.mhlw.go.jp/

stf/seisakunitsuite/bunya/

0000179028_00003.html

小
規
模
な
農
産
物
加
工
者
も

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生

管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
！

厚生労働省のホームページ


